
構 成 部 品

No. 品 名 部 品 番 号 数 量 備 考
1
1
6
6
6
6
1
1
4
4
4
1

d6.5 × h8.9　ツバ付
M6 × 25
M6

M8
M8 × h10.2
M8 × 25
スクリーン貼付済み

スクリーン
トリム
グロメット
カラー
トラススクリュー
ウェルナット
ステーL
ステーR
キャップナット
ボス
フランジボルト
ラベル, コーション

　部品番号欄が空欄のものは、補修部品の設定はありません。

①
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
⑨
⑩
⑪
⑫

－1－

はじめに

お買い上げ誠にありがとうございます。
本書には商品の正しい取付方法と注意事項について説明してあります。商品を正しくお使いいただくために、ご使用前に必ず本書
をよくお読みいただき、ご不明な点は販売店にお問い合わせください。
本製品は、オートバイに関する整備上の一般的な知識および技能を有する方（販売店、整備業者）が取り付けることを前提として
おります。それ以外の方が取り付けを行うと知識不足、技能不足のため、トラブル、機械破損などの原因となることがありますの
で、販売店に取り付けを依頼してください。本書は、車両の取扱説明書および本品の取り付けに際して取り外した部品と一緒に保
管してください。車両を譲られるときは、この説明書もお渡しください。

本製品の商品説明および取扱上の注意点を、お客様に充分ご説明いただくようお願い申し上げます。
本書および本品の取り付けに際して取り外した部品は、必ずお客様にお渡しください。

本書では正しい取り付け、取り扱いに関する事項を下記のシンボルマークで表示しています。

工数：0.5h 

ハイスクリーンNMAX125
取付・取扱説明書

適応機種
NMAX125 2DS＊

Q5K-YSK-090-R02 Q5K-090-R02-M01

取 付 方 法

スタンダード車のバイザー、フロントパネルASSY.、ウェルナットを取り外します。
フロントパネルASSY.の孔（4ヶ所）をφ25mmに拡大します。

1.
2.

●

●

キット以外の部品は、スタンダード車の部品を再使用します。
取り外した部品で再使用しない部品は、スタンダードに戻すときに必要となりますので大切に保管してください。

要　　点

ヤマハサービスマニュアルを参照してください。

取扱いを誤った場合、物的損害の発生が想定される場合を示してあります。

正しい取扱方法や、作業上のポイントを示してあります。要　　点

注  意

取扱いを誤った場合、死亡または重傷及び傷害に至る可能性が想定される場合を示してあります。警  告

フロントパネル
ASSY.

φ25mm
ウェルナット

車両前方



スタンダード車のステー1に、フランジボルト⑪とボス⑩を仮止めします。
フランジボルト⑪にステーL⑦・R⑧を取り付け、キャップナット⑨で仮止めします。

3.
4.

スクリーン①に、トリム②、グロメット③、カラー④を取り付けます。トリム②のあまった部分は切り取ってください。5.

スクリーン①をステーL⑦・R⑧に、ウェルナット⑥とトラススクリュー⑤で仮止めします。仮止めのため、取り付けは4ヶ所で
かまいません。

6.

－2－

この時、フランジボルト⑪とボス⑩の位置
を調整します。

要　　点

余分は切り取る
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位置決めができたら、スクリーン①、ステーL⑦・R⑧、キャップナット⑨を取り外し、フランジボルト⑪・ボス⑩を規
定のトルク値で締め付けます。（4ヶ所）

7.

スタンダード車のフロントパネルASSY.を車両に取り付けます。（1.8Nm）
ステーL⑦・R⑧をキャップナット⑨で再度仮止めします。

8.
9.

スクリーン①をステーL⑦・R⑧に、ウェルナット⑥とトラススクリュー⑤で仮止めします。（取付方法6を参照）10.

スクリーン①を取り外し、キャップナット⑨を規定のトルク値で締め付けます。（4ヶ所）11.

－3－

この時、ステーL⑦・R⑧の位置を調整します。
要　　点

23Nm(2.3kgf・m)
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スクリーン①をステーL⑦・R⑧に、ウェルナット⑥とトラススクリュー⑤で取り付けます。（6ヶ所）12.

－4－

取 扱 上 の ご 注 意

ハイスクリーンにガソリンやブレーキ液、アルカリ性および強酸性のクリーナー、その他の溶剤などがかかると、ヒビ
割れなどの原因になりますので注意してください。
ヒビ割れのあるハイスクリーンは使用しないでください。
ハイスクリーンに直射日光が当たらないように駐車してください。ハイスクリーンが凹面鏡に
なり、反射集光した太陽光が発熱し、車両のカバーなどを変形させる恐れがあります。
直射日光が当たる場所に駐車する場合は、柔らかいタオルなどでハイスクリーンをカバーして
直射日光が当たらないようにしてください。

注  意

ハイスクリーンとパネルの間に物を置くと、視界を妨げたり、運転操作に影響を与える恐れがあります。物を置かない
でください。

警  告

乗車前に各部の緩み、ガタがないことを確認してください。
ハイスクリーンの清掃は、中性洗剤を使用し、柔らかい布かスポンジで水洗いします。洗車後は、柔らかい布などで水
分をよくふき取ってください。

●

●

●

●

●

●

1Nm(0.1kgf・m)
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